
宮
滝
遺
跡
の
復
元
想
像
図
、
完
成

　

お
ま
た
せ
を
い
た
し
ま
し
た
、
宮
滝
遺
跡
特
集

号
で
す
。

　

前
号
ま
で
、
少
し
づ
つ
宮
滝
遺
跡
の
情
報
を
お

伝
え
し
て
き
ま
し
た
が
、
や
っ
ぱ
り
図
面
だ
け
で

は
分
か
り
に
く
い
事
と
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
考
古
学
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の
早
川

和
子
氏
に
宮
滝
遺
跡
の
復
元
イ
メ
ー
ジ
を
描
い
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
号
で
は
宮
滝
遺
跡
の
復
元

イ
メ
ー
ジ
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
い
、
最
近
分
か
っ
て

き
た
宮
滝
遺
跡
の
こ
と
を
お
伝
え
し
ま
す
！

資
料
館
で
開
催
中
の
展
示

・
ま
ん
が
で
ひ
た
ろ
う
！
吉
野
の
記
紀
・
万
葉
と
歴
史

　
　

日
に
ち
：
令
和
２
年
３
月
１
日 

～ 

11
月
末
日

連
携
講
座

《 w
ith

近
鉄
文
化
サ
ロ
ン
阿
倍
野
》

・
修
験
道
以
前
の
吉
野
と
山
の
信
仰

　
　

講
師
：
松
田 

度
氏
（
大
淀
町
教
委
学
芸
員
）

　
　

日
時
：
令
和
２
年
９
月
19
日(

土)

10
時
30
分
～

・
吉
野
山
と
太
平
記
～
「
吉
野
城
軍
の
事
」
を
中
心
に
～

　
　

講
師
：
田
中
岳
良
師
（
芳
山
一
佛
堂
住
職
）

　
　

日
時
：
令
和
２
年
９
月
26
日(

土)

13
時
30
分
～

・
吉
野
宮
（
宮
滝
遺
跡
）
の
実
像　

-
私
見-

　
　

講
師
：
竹
田
正
則
氏
（
橿
原
市
教
委
文
化
財
課
長
）

　
　

日
時
：
令
和
２
年
12
月
19
日(

土)
10
時
30
分
～

　

※
い
ず
れ
の
回
も
開
催
場
所
は
近
鉄
文
化
サ
ロ
ン
阿

　
　

倍
野
（
あ
べ
のand

店
内
）。
１
時
間
30
分
程
度
。

宮
滝
を
楽
し
む
関
連
ツ
ア
ー
の
ご
紹
介

《
吉
野
ビ
ジ
タ
ー
ズ
ビ
ュ
ー
ロ
ー
主
催
事
業
》

・「
壬
申
の
乱
」
出
陣
の
道
を
歩
く

　
　

日
時
：
令
和
２
年
11
月
７
日
（
土
）

　
　

内
容
：
宮
滝
～
国
栖
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

・
吉
野
宮
滝
遺
跡
に
学
び
、
そ
し
て
楽
し
も
う
！

　
　

日
時
：
令
和
２
年
11
月
８
日
（
日
）

　
　

内
容
：
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
、
体
験
型
イ
ベ
ン
ト

　

◎
募
集
人
数
は
各
30
名
。
事
前
予
約
制
。
有
料
で
す
。

　

◎
お
申
し
込
み
等
は
吉
野
ビ
ジ
タ
ー
ズ
ビ
ュ
ー
ロ
ー

　
　
（
電
話
：0746-34-2522

）
ま
で
。

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

宮
滝
遺
跡
の
町
内
外
の
つ
な
が
り
（
補
足
）

　
　

２
～
３
頁
で
ご
紹
介
し
た
よ
う
に
、
宮
滝
遺
跡
は

　

吉
野
町
内
全
域
、
さ
ら
に
は
吉
野
町
外
に
も
ゆ
か
り

　

の
あ
る
場
所
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
下

　

の
イ
ラ
ス
ト
は
、
宮
滝
遺
跡
に
か
か
わ
り
の
深
い
、

　

壬
申
の
乱
ゆ
か
り
の
場
所
を
記
し
た
鳥
瞰
図
。
こ
う

　

し
た
イ
ラ
ス
ト
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
宮
滝
を
起
点

　

と
し
た
町
内
外
の
つ
な
が
り
促
進
が
期
待
で
き
ま
す
。

【
速
報
】
吉
野
山
で
縄
文
土
器
？

　
　

昨
年
度
、
吉
野
山
奥
千
本
で
資
料
館
職
員
が
縄
文

　

土
器
を
採
取
し
ま
し
た
。
滋
賀
里
～
篠
原
式
（
縄
文

　

時
代
晩
期
）
の
一
部
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
大
雨
等
で

　

崖
の
上
か
ら
落
ち
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。
吉
野
山

　

で
縄
文
土
器
が
確
認
さ
れ
た
の
は
、
今
回
が
初
め
て

　

で
す
。
今
後
、
さ
ら
な
る
発
見
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

吉
野
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
！

　

左
記
の
刊
行
物
等
に
記
事
や
写
真
を
提
供
し
ま
し
た
。

　

・
雑
誌
・『
月
刊
大
和
路
な
ら
ら
』（
９
月
号
）

　

・
本
・『
日
本
の
古
代
史 

発
掘
・
研
究
最
前
線
』

　

・
ア
プ
リ
・
奈
良
遺
跡
め
ぐ
り

　

・
全
国
こ
ど
も
考
古
学
教
室
（https://kids-kouko.com

/

）

　

・
特
別
展
・「
マ
ン
ガ
で
語
る
古
代
大
和
Ⅲ 

持
統
天
皇
を

　
　

め
ぐ
る
物
語
」（
奈
良
県
立
万
葉
文
化
館
）

　

・
Ｔ
Ⅴ
・
英
雄
た
ち
の
選
択
～
持
統
天
皇
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）

　

・
ツ
ア
ー
・
持
統
天
皇
の
物
語　

藤
原
京
か
ら
吉
野

　
　

宮
へ
（
吉
野
ビ
ジ
タ
ー
ズ
ビ
ュ
ー
ロ
ー
）　　

ほ
か

令和２年度開催予定・開催済の文化財関連事業・イベント等

た  ぎ  つ

み  や
ど  こ  ろ

１

宮滝遺跡のこと、イラスト交えて大紹介！― 「宮滝遺跡の成果と吉野町内の関係地」

第 ５ 号
（ 通 算 第 ８ 号 ）

宮滝の河原で宴会を楽しむ古代の人々（早川和子氏作）

　

吉
野
歴
史
資
料
館
と
コ
ロ
ナ
対
策

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
症
拡
大
に
伴

い
、
大
変
な
日
々
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

吉
野
歴
史
資
料
館
も
５
月
末
ま
で
休
館
し
、
よ

う
や
く
６
月
か
ら
土
日
祝
日
の
み
の
時
短
開
館
と

し
て
再
開
い
た
し
ま
し
た
。
現
在
も
、
ご
入
館
の

際
は
マ
ス
ク
着
用
や
検
温
に
ご
協
力
い
た
だ
く
な

ど
、
ご
不
便
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す
。

　

病
気
対
策
と
い
え
ば
…
、
本
紙
創
刊
号
（
通
算

第
4
号
）で
奈
良
時
代
の
疫
病
と
吉
野
の
こ
と
を
、

馬
場 

基
さ
ん
に
ご
紹
介
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し

た
。
こ
の
記
事
に
あ
や
か
り
ま
し
て
、
聖
武
天
皇

が
、
疫
病
退
散
を
吉
野
で
願
っ
た
よ
う
に
、
吉
野

か
ら
皆
様
の
無
事
平
穏
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

4

た
ぎ
つ
み
や
ど
こ
ろ　

第
５
号　

令
和
２
年
10
月
20
日
発
行

【
編
集
】
吉
野
歴
史
資
料
館　

奈
良
県
吉
野
郡
吉
野
町
宮
滝348　

※
現
在
は
土
日
祝
日
の
み
開
館
。
お
問
い
合
わ
せ
は
吉
野
町
文
化
観
光
交
流
課
へ
。

【
発
行
】
吉
野
町
文
化
観
光
交
流
課
文
化
財
保
存
活
用
室　

奈
良
県
吉
野
郡
吉
野
町
上
市
80-
1　

☎:0746-32-3081　

 m
ail:bunkazai@

town.yoshino.lg.jp

吉
野
歴
史
資
料
館
Ｈ
Ｐ
で
も
、宮
滝
遺
跡
の
情
報
な
ど
発
信
中
！

資
料
館
Ｈ
Ｐ
（
短
縮
Ｕ
Ｒ
Ｌ
）
：https://bit.ly/2LlM

sN
m

資
料
館
Ｈ
Ｐ
移
動
用
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
こ
ち
ら
→

　

西
谷
の
古
文
書
調
査
が
完
了

　

龍
門
騒
動200

年
を
き
っ
か
け
に
、
吉
野
町
で

は
西
谷
自
治
会
所
蔵
の
古
文
書
調
査
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
こ
の
度
調
査
が
完
了
し
、
報
告
書
を
刊

行
い
た
し
ま
し
た
。
報
告
書
名
は
、『
西
谷
自
治

会
所
蔵
文
書
調
査
報
告
書
』。
町
図
書
室
、
吉
野

歴
史
資
料
館
、
役
場
文
化
観
光
交
流
課
で
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

　

調
査
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
皆
様
、そ
し
て
、

ご
協
力
い
た
だ
い
た
西
谷
自
治
会
の
皆
様
に
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

※
販
売
は
行
い
ま
せ
ん
。

【注意！】ここで掲載しているイベントは、新型コロナウィルス感染症拡大の状況によって、開催内容等が変更と

なる場合があります。事前にお問い合わせをいただきますと幸いです。

【こんなイラストも！】吉野山付近上空から見たパノラマ鳥瞰図。壬申の乱ゆかりの地が一望できます。
近年確認された宮滝遺跡の大型建物復元イメージ



き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
前
述
の
調
査
・
研
究
成

果
と
比
較
す
る
と
、
宮
滝
で
は
少
な
く
と
も
一

度
、
施
設
が
大
き
く
造
り
な
お
さ
れ
て
い
た
こ

と
や
（
図
１
で
造
り
か
え
前
の
建
物
な
ど
を
水

色
、
造
り
か
え
後
の
建
物
な
ど
を
橙
色
で
示
し

て
い
ま
す
）、
吉
野
町
が
宮
滝
遺
跡
の
整
備
を

し
よ
う
と
し
て
い
た
場
所
が
、
造
り
か
え
後
の

吉
野
宮
の
中
心
部
だ
っ
た
ら
し
い
こ
と
が
分

か
っ
て
き
た
の
で
す
。

　

こ
う
し
て
わ
か
っ
て
き
た
成
果
を
も
と
に
、

さ
っ
そ
く
考
古
学
の
イ
ラ
ス
ト
を
描
い
て
い
る

早
川
和
子
先
生
に
お
願
い
し
て
、
１
３
０
０
年

前
の
（
造
り
か
え
後
の
方
の
）
宮
滝
遺
跡
の
復

元
想
像
図
を
描
い
て
も
ら
い
ま
し
た
（
図
２
）。

宮
滝
に
大
き
な
建
物
が
た
ち
な
ら
び
、
貴
族
の

人
た
ち
が
歌
な
ど
を
詠
ん
で
遊
ん
で
い
る
様
子

を
感
じ
て
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

◇  

宮
滝
は
町
内
全
域
に
つ
な
が
る
！

　

こ
う
し
て
宮
滝
遺
跡
の
様
子
が
わ
か
っ
て
く

る
と
、
ほ
か
に
吉
野
町
内
で
宮
滝
遺
跡
に
関
係

す
る
場
所
が
な
い
の
か
が
気
に
な
っ
て
き
ま

す
。
調
べ
て
み
る
と
、
や
っ
ぱ
り
見
つ
か
り
ま

し
た
。
天
皇
が
飛
鳥
か
ら
宮
滝
へ
お
越
し
に
な

る
時
に
つ
か
っ
た
と
い
う
芋
ヶ
峠
。
大
海
人
皇

子
の
伝
説
が
残
る
金
福
寺
や
桜
木
神
社
、
浄
見

原
神
社
に
国

く
に
つ
く
り造

神
社
。
大
海
人
皇
子
（
後
の

天
武
天
皇
）
が
天
女
の
舞
を
み
た
と
い
う
袖そ

で
ふ
り振

山
に
衣き

ぬ
が
さ笠

山
。『
万
葉
集
』
の
歌
が
詠
ま
れ
た

六
田
の
淀
、
青
根
ヶ
峰
、
象き

さ
山
、
三
船
山
に
夢

の
わ
だ
！
吉
野
町
内
ほ
ぼ
全
域
に
つ
な
が
り
が

み
え
て
き
た
の
で
す
。

　

こ
れ
は
私
の
個
人
的
な
夢
で
す
が
、
宮
滝
遺

跡
の
整
備
完
了
後
、
古
代
の
ロ
マ
ン
を
め
ぐ
る

町
内
全
域
の
観
光
網
が
で
き
た
ら
い
い
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。
夢
広
が
る
宮
滝
遺
跡
。
夢
が

夢
で
終
わ
ら
な
い
よ
う
、
ま
ず
は
遺
跡
の
整
備

を
頑
張
ら
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
ね
。

【
参
考
文
献
】

奈
良
縣
吉
野
郡
役
所
編1919 『
奈
良
県
吉
野
郡
史
料
』 

３

桜
井
満
ほ
か
編1990

『
吉
野
の
祭
り
と
伝
承
』
桜
楓
社

国
栖
奏
保
存
会2004

『
国
栖
奏
』

◇  
吉
野
宮
と
宮
滝
遺
跡

　

吉
野
町
宮
滝
に
あ
る
宮
滝
遺
跡
は
、
お
よ
そ

１
３
０
０
年
前
の
離り

き
ゅ
う宮

・
吉よ

し
の
み
や

野
宮
の
跡
地
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
宮
滝
が
吉
野
宮
跡
だ
と
言

わ
れ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
に
は
、
江
戸
時
代
以

来
の
長
い
調
査
と
研
究
の
歴
史
が
あ
り
ま
し

た
。
事
実
、
今
日
の
よ
う
に
「
宮
滝
遺
跡
＝
吉

野
宮
跡
」が
定
説
に
な
っ
た
の
は
、平
成
に
な
っ

て
か
ら
の
こ
と
で
し
た
。

　

な
ぜ
、
吉
野
宮
の
場
所
が
わ
か
る
ま
で
に
、

こ
れ
ほ
ど
時
間
が
か
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
そ

れ
の
原
因
の
一
つ
に
、『
日に

ほ
ん
し
ょ
き

本
書
紀
』
な
ど
で
、

吉
野
宮
の
詳
し
い
記
録
が
残
さ
れ
な
か
っ
た
こ

と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
正
確
に
言
え
ば
、『
万

葉
集
』
に
は
周
辺
の
地
名
が
若
干
載
っ
て
い
た

の
で
す
が
、似
た
地
名
が
各
地
に
も
残
る
た
め
、

場
所
の
特
定
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
す
。

　

吉
野
宮
に
関
し
て
残
さ
れ
て
い
る
記
録
は
、

次
の
３
つ
。
①
飛
鳥
時
代
に
斉さ

い
め
い明

天
皇
が
お
造

り
に
な
っ
て
以
降
、
天て

ん
む武

天
皇
、
持じ

と
う統

天
皇
、

元げ
ん
し
ょ
う正

天
皇
、
聖し

ょ
う
む武

天
皇
と
歴
代
天
皇
の
行
幸

が
あ
っ
た
こ
と
。②
壬じ

ん
し
ん申

の
乱
や
い
わ
ゆ
る“
吉

野
の
盟
約
”
と
い
っ
た
歴
史
的
な
事
件
が
起

こ
っ
た
場
所
で
あ
る
こ
と
。
そ
し
て
、
③
『
万

葉
集
』
に
の
る
歌
が
た
く
さ
ん
詠よ

ま
れ
た
場
所

で
あ
る
こ
と（
県
内
第
３
位
！
）、で
す
。
そ
う
、

離
宮
が
置
か
れ
た
詳
細
な
場
所
も
、
建
物
の
数

も
名
前
も
、
ど
ん
な
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
た
の

か
も
、
記
録
に
残
ら
な
か
っ
た
の
で
す
。

◇  
宮
滝
の
調
査
と
復
元
想
像
図

　

今
日
、
さ
ま
ざ
ま
な
調
査
や
研
究
が
進
み
、

“
宮
”や“
離
宮
”が
ど
の
よ
う
な
建
物
配
置
だ
っ

た
の
か
、
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
宮
滝
遺
跡
で
も
発
掘
調
査
が
進
み
、

１
３
０
０
年
前
に
た
く
さ
ん
の
建
物
や
お
庭
の

池
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
て

3 2

図１　宮滝遺跡の調査成果概要（水色が古代 1 期の遺構、橙色が古代 2 期の遺構）

図３　宮滝周辺の位置関係図

図２　奈良時代の宮滝遺跡中心部の様子（イメージ）

図４　吉野町内で吉野宮に関係する主な場所
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